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北
川
太
一
　ひ
と
　ほ
ん
　ほ
か

い
の
ち
　ふ
し
ぎ
 
 

光
太
郎
へ
の
思
慕
と
敬
愛
に
よ
り
知
っ
た
伊
藤
信
吉
・
草

野
心
平
。
出
版
に
よ
り
知
己
を
得
た
品
川
力
・
渡
辺
文
治
。

仏
教
文
化
に
志
を
共
有
し
た
三
宅
太
玄
・
加
茂
行
昭
。
昭

和
十
九
年
、
出
征
前
の
師
や
学
友
へ
の
追
悼
文
他
、
著
者

が
選
ん
だ
五
十
編
、
初
の
随
想
集
。

四
六
判
　
一
七
〇
頁

定
価
一
、
五
〇
〇
円

光
太
郎
伝
試
稿
 

 

ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
会
前
後

明
治
が
大
正
に
変
わ
る
一
九
一
二
年
、
光
太
郎
は
斎
藤
与

里
の
熱
意
を
受
け
岸
田
劉
生
、
木
村
荘
八
等
と
と
も
に
ヒ

ュ
ウ
ザ
ン
会
を
興
す
。
北
山
清
太
郎
の
支
援
・
協
力
に
よ

り
催
さ
れ
た
展
覧
会
は
「
公
」
に
対
す
る
ア
ン
デ
パ
ン
ダ

ン
で
あ
っ
た
。
著
者
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
、
試
稿
シ
リ
ー
ズ

の
Ⅲ
と
な
る
。

四
六
判
　
二
三
〇
頁

定
価
一
、
八
〇
〇
円

高
木
　

馨

 

 

高
村
光
太
郎
考

　
ぼ
ろ
ぼ
ろ
な
駝
鳥

明
治
・
大
正
・
昭
和
に
詩
人
、
彫
刻
家
と
し
て
生
き
た
光

太
郎
。
そ
の
離
群
性
と
時
代
性
を
評
伝
と
評
論
の
両
面
か

ら
照
射
し
た
労
作
。

四
六
判
　
三
八
〇
頁

一
、
九
〇
〇
円

野
沢
　
 一
  

 

は
じ
め

詩
集
　 木
  葉
 童
子
詩
経

こ
っ
 
ぱ

山
梨
県
蛾
ヶ
岳
四
尾
連
湖
畔
の
掘
立
小
屋
に
、
戦
前
六
年

間
山
籠
り
し
た
若
き
詩
人
の
人
間
賛
歌
。
光
太
郎
あ
て
の

手
紙
十
九
通
を
収
め
る
。
高
村
光
太
郎
・
序
。
題
字
・
草

野
心
平
。

新
書
判
　
二
七
〇
頁

九
八
〇
円

ふ
る
さ
と
文
学
散
歩
 

 

二
本
松
と
智
恵
子

文
・
勝
畑
耕
一
　画
・
の
ぞ
ゑ
の
ぶ
ひ
さ

曖
昧
を
ゆ
る
さ
ず
妥
協
を
卑
し
ん
だ
高
村
智
恵
子
、
そ
の

五
十
二
年
の
生
涯
を
細
密
な
画
と
文
で
綴
る
。

三
二
頁

三
〇
〇
円

神
西
清
評
論
集
　上
下
巻

 

 

三
島
由
紀
夫
が
師
と
仰
い
だ
神
西
清（
一
九
〇
三
―
五
七
）、

露
・
仏
語
に
堪
能
で
、
堀
辰
雄
と
と
も
に
流
麗
な
筆
致
を

も
っ
て
新
文
学
の
移
植
に
務
め
た
。

上
巻
　外
国
文
学
　七
〇
〇
〇
円

下
巻
　日
本
文
学
　六
〇
〇
〇
円

安
川
定
男

 

 

詩
と
音
楽

白
秋
、
朔
太
郎
の
韻
律
を
分
析
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
、
ラ
ヴ

ェ
ル
を
通
じ
て
詩
と
音
楽
と
の
係
わ
り
を
追
究
す
る
。
齋

藤
磯
雄
、
高
田
博
厚
、
山
崎
栄
治
ら
の
良
き
師
友
に
囲
ま

れ
、
名
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
妻
と
の
語
ら
い
の
中
で
、
著
書
は

豊
か
な
音
楽
的
思
考
を
培
っ
た
。

四
六
判
　
二
三
〇
頁

二
、
六
〇
〇
円

秋
山
賢
司
 

 

碁
の
句
　―
―
　春
夏
秋
冬
　―
―

碁
の
背
後
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
的
文
芸
的
な
厚
み
が
あ

り
ま
す
。
俳
句
が
そ
の
い
い
例
で
し
ょ
う
。
ほ
か
に
こ
ん

な
素
晴
ら
し
い
知
的
ゲ
ー
ム
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
本
書

を
多
く
の
方
に
お
勧
め
す
る
ゆ
え
ん
で
す
。

（
大
竹
英
雄
名
誉
碁
聖
）

Ｂ
６
判
　
二
〇
〇
頁

一
、
二
〇
〇
円

吉
田
邦
郎

忘
れ
ら
れ
た
宗
教
哲
学
者

斎
木
仙
酔
 

 

古
今
の
宗
教
・
哲
学
・
詩
歌
・
文
学
を
包
括
し
、
独
自
の

世
界
観
を
目
指
し
た
斎
木
仙
酔（
一
八
八
〇
―
一
九
三
二
）

の
評
伝
。
仙
酔
の
孫
で
あ
る
著
者
、
六
〇
〇
枚
の
労
作
。

年
譜
・
書
誌
・
四
百
人
超
の
人
名
索
引
付
。

四
六
判
　
四
二
〇
頁

三
、
五
〇
〇
円

阿
武
千
代

 

 

陸
軍
看
護
婦

戦
争
末
期
の
広
東
、
厳
し
い
軍
隊
の
規
定
に
あ
っ
て
、
著

者
は
赤
痢
、
チ
フ
ス
、
コ
レ
ラ
患
者
の
伝
染
病
棟
で
看
護

婦
と
し
て
従
事
し
た
。
波
第
八
六
〇
一
部
隊
と
よ
ば
れ
た

陸
軍
病
院
で
の
実
体
験
を
綴
る
。　
佐
藤
愛
子
氏
推
選

四
六
判
　
二
一
〇
頁

一
、
三
〇
〇
円

曽
我
貢
誠
 
詩
集
 

 

学
校
は
飯
を
喰
う
と
こ
ろ

「
い
じ
め
を
一
人
で
も
な
く
す
こ
と
」「
先
生
を
五
分
で
も

早
く
家
庭
に
帰
す
こ
と
」
そ
ん
な
思
い
で
、
元
中
学
教
師

が
心
を
込
め
て
綴
っ
た
学
校
詩
集
！
　
昔
、
中
学
生
だ
っ

た
あ
な
た
も
読
ん
で
み
て
下
さ
い
。（
著
者
）

二
〇
〇
頁

一
、
五
〇
〇
円

島
岡
明
子
 

 

『
紅
爐
』私
記
　同
人
誌
三
十
年

静
岡
で
一
九
六
三
年
に
創
刊
さ
れ
た
文
芸
同
人
誌『
紅
爐
』。

そ
の
終
刊
ま
で
三
十
年
の
軌
跡
を
終
始
編
集
の
現
場
に
立

ち
会
っ
て
い
た
著
者
の
、 証
人
 と
し
て
の
一
冊
。

あ
か
し
び
と

装
画
・
宮
下
芳
子
　
吉
田
知
子
氏
推
選

二
五
〇
頁

一
、
二
〇
〇
円

文　治　堂　書　店    杉並区井草
２－２４－１５

E-mail：bunchi@pop06.odn.ne.jp
URL：http://www.bunchi.net/

弊社の書籍は一般の書店には並びません。送料無料ですので
直接の購入が便利です。定価はすべて税抜価格です。

トンボ06-hyousi.indd   2 2020/05/30   9:49:44


